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イラン、テヘラン大学で開催された
「若手考古学者国際会議」に参加して

安倍 雅史・三木 健裕
A Report on the International Congress of Young Archaeologists, 2013 Held at the University of Tehran

Masashi ABE and Takehiro MIKI

1．はじめに
　2013 年 10 月 27 日から 30 日にかけての 4 日間、イラン
のテヘラン大学において「若手考古学者国際会議（Inter-
national Congress of Young Archaeologists）」と銘打たれ
た国際会議が開催された（図 1、図 2）（Azizi et al. 2013）。
　日本からは、大沼克彦氏（国士舘大学）、安倍雅史（東
京文化財研究所）、三木健裕（東京大学）の 3 名が、テヘ

ラン大学から招待を受け、この国際会議に参加した。この
動向では、この国際会議の歴史と今回の開催にいたる背
景、そして国際会議の概要に関して紹介したい。

2．若手考古学者国際会議の歴史と今回の開催にいたる背景
　この会議は、もともとイラン国内の学生、若手研究者に
発表の機会を与えることを目的に、ハミード・ファヒム

（Hamid Fahimi）氏によって設立された。第 1 回目の会議
は、「若手考古学者会議（Congress of Young Archaeolo-
gists）」という名称で、イラン文化遺産省（ICHO: The 
Iranian Cultural Heritage Organization） の 協 力 の も と
2000 年に実施されている。その後、3 年おき、2003 年と
2006 年に、第 2 回、第 3 回目の会議がテヘラン大学で開
催されている。
　今回の会議は第 4 回目に相当し、テヘラン大学の大学院
生であるホセイン・アジジ（Hossein Azizi）氏とモルテ
ザ・ハーニプール（Morteza Khanipur）氏が中心となっ
て会議を企画した。

キーワード：イラン考古学、学会報告、学術交流

Key-words: Iranian archaeology, congress report, academic exchange

図 2　「若手考古学者国際会議」の会場となったテヘラン大学図 1　「若手考古学者国際会議」の案内
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　企画者は、今回、7 年ぶりに会議を再開するにあたり、
「国際（International）」という文字を新たに付け加え、会
議の名称を「若手考古学者国際会議（International Con-
gress of Young Archaeologists）」に変更した。この会議
の名称変更には、イラン考古学を今後担う大学院生 2 人の
メッセージがこめられている。
　1979 年のイラン革命以降、長年、外国調査団がイラン
国内で発掘調査許可を得ることは非常に難しい状況が続い
ていた。しかし、2001 年にマスード・アザルヌーシュ

（Massoud Azarnoush）氏がイラン考古学研究センター
（ICAR: Iranian Center for Archaeological Research） の
長に就任すると、再び諸外国に門戸が開かれ、外国調査団
による発掘調査が認められるようになる。とくに 2004
年、マスード・アザルヌーシュ氏が、イランのファールス
地方シヴァンド川ダム建設に伴う水没地域の緊急発掘調査
への協力を国際社会に対し広く呼び掛けたことが契機とな
り、多くの外国調査団がイラン国内で活動するようにな
る。このシヴァンド川流域の緊急発掘調査だけでも、計 7
チームもの外国調査団が参加している（Fahimi and Aliza-
deh 2012）。
　しかし、このような状況は長くは続かなかった。イラン
の核開発問題をめぐり、2005 年ごろから、徐々にイラン
と欧米諸国の間で政治的緊張が高まり、多くの外国調査団
がイラン国内での発掘調査を已む無く中断していった。例
えば、ザグロス地域における農耕・牧畜の起源を探るロ
ジャー・マシューズ（Roger Matthews）氏率いるイギリ
ス隊は、イラン国内において、ザグロスの新石器時代を研
究する上で非常に有望な遺跡シェイカバード（Sheikh-e 
Abad）とジャニ（Jani）の発掘調査を 2008 年に開始した
が、たった 1 年で発掘調査を中断し、フィールドをイラ
ク・クルディスタンへと移している。
　ホセイン・アジジ氏によれば、昨年の 2012 年にイラン
国内で発掘調査を実施した外国調査団は、日本、フラン
ス、イタリアの 3 チームのみであった。
　しかし、今年に入り、この状況が好転しようとしてい
る。2013 年 6 月 14 日にイラン国内で大統領選挙が実施さ
れ、欧米諸国との緊張緩和を掲げる保守穏健派のハサン・
ロウハニ（Hassan Rouhani）氏が新大統領に当選した。
それに伴い閣僚も一新し、8 月 17 日には、イラン考古学
研究センターの上部組織であるイラン文化遺産手工芸観光
省（ICHHTO: Iranian Cultural Heritage, Handicrafts and 
Tourism Organization）の大臣にモハマド・アリ・ナジャ
フィ（Mohammad Ali Najafi）氏が新たに就任した。このこ
とが契機となり、イラン国内では、再び外国調査団に対し
門戸を開放しようとする機運が急速に高まっている。
　今回、企画者が「若手考古学者国際会議」に名称変更し

たのも、このような背景による。企画者は、今回の会議を
イランの学生、若手研究者が研究発表を行うとともに、海
外からの若手研究者と交流する場にしたいと思い立ち、今
回の会議を企画した。
　そのため、今回の会議にはイラン考古学を研究する計
14 名の若手およびベテランの外国人研究者が主催者側よ
り招待を受け、この会議に参加した。

3．若手考古学者国際会議の概要
　若手考古学者国際会議は、2013 年 10 月 27 日から 30 日
にかけて 4 日間に渡り、イランのテヘラン大学において開
催された（図 3）。
　イラン国内では、会議に先立ち、「35 歳以下の学生、若
手研究者であること」を条件に、研究発表の受付が行われ
た。驚くことに、イラン国内から合わせて 600 件近くもの
発表申し込みがあり、そのうち当日の研究発表を認められ
たのが 37 件、ポスター発表のみを認められたのが 68 件で
あった。イラン国内で考古学を専攻する学生、若手研究者
の多さ、層の厚さに驚かされた。
　研究発表は、先史時代、歴史時代、イスラーム時代、考
古分布調査、考古科学の 5 つのセッションに分かれて行わ
れた。研究発表の大半は、イランの学生、若手研究者によ
るものであったが、非常にレベルの高い研究発表が続いた。
　この研究発表には、日本、イギリス、ドイツ、アメリカ
から計 8 名の若手研究者が招待され、発表を行っている。
　日本からは安倍と三木の 2 名が参加し、安倍が「A 
Study on the Early Pottery Neolithic Chipped Stone As-
semblage from Rahamatabad（ラハマタバード遺跡出土
の前期土器新石器時代の打製石器に関する研究）」、三木が

「The Acceptance of Black on Buff Ware in the 5th Mil-
lennium of Southwest Iran: A Reanalysis of Pottery As-
semblage from Tall-i Jari A（前 5 千年紀、イラン南西部
における鈍黄色黒彩土器の受容過程：タル・イ・ジャリ

図 3　会場内の様子
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A 遺跡出土土器群の再分析）」という研究発表を行った。
　イギリスからは、銅石器時代のバクーン文化を研究する
ケンブリッジ大学大学院生のヘレン・テイラー（Helen 
Taylor）氏、ドイツからはザグロス地域の新石器時代を
研究するドイツ考古学研究所研究員のユディト・トマルス
キー（Judith Thomalsky）氏、同じくドイツ考古学研究所
研究員で GIS 考古学を専門とするアンドレア・リッチ

（Andrea Ricci）氏、西アジア全体を網羅する前 3 千年紀
の土器編年の構築を目指す ARCANE Project に参加して
いるテュービンゲン大学大学院生のゲオルク・ノイマン

（Georg Neumann）氏、またアメリカからは、ゴルガン平
野の青銅器時代を研究するペンシルバニア大学大学院生の
カイル・オルソン（Kyle Olson）氏、同じくペンシルバニ
ア大学大学院生でイラク・クルディスタンで考古調査に参
加しているダレン・アシュビー（Darren Ashby）氏が参加
し、それぞれ研究発表を行った。
　また、今回の国際会議では、研究発表のみならず記念講
演も企画された。記念講演には、アメリカ・シカゴ大学オ
リエント研究所の所長であるギル・シュタイン（Gil 
Stein）氏とイギリス・レディング大学のロジャー・マ
シューズ氏が招待され、それぞれ「南メソポタミアにおけ
る国家形成」と「ザグロス地域の新石器化」に関する記念
講演を行った。
　また、面白い試みとして、今回の会議には、研究発表・
講演のほかに、学生がベテラン外国人研究者から考古学の
方法論・研究方法を学べるように、講義形式のワーク
ショップが組み込まれていた。ワークショップのテーマに
は、土壌微細形態学などイラン国内ではいまだ専門家が少
ないテーマが選ばれていた。
　日本から参加した国士舘大学の大沼克彦氏は、石器製作
に関するワークショップを担当した。大沼氏のワーク
ショップは人気が高く、学生を中心に 20 名近くが参加し
ていた。大沼氏は、日本からわざわざ白滝産の黒曜石を持

参し、石器製作を実演、その後、学生に石割りの指導を
行った（図 4）。
　ほかにもイェール大学のフランク・ホール（Frank 
Hole）氏やフランス国立科学研究センターのマリジャ
ン・マシュコル（Marjan Mashkor）氏、レディング大学
のウェンディー・マシューズ（Wendy Matthews）氏と
いった錚々たる顔ぶれがワークショップの講師として招待
され、「民族考古学」、「動物考古学」、「土壌微細形態学」
の講義を担当した。

4．おわりに
　今回の若手考古学者国際会議は、再び外国調査団をイラ
ンに受け入れようという機運が高まる中、企画され開催さ
れた。そのため、会議全体は歓迎ムードに包まれ、会議中
もイランの若手研究者が積極的に話しかけてくれた。
　このように現在、イラン国内で、外国調査団を受け入れ
ようという機運が高まっているのには、二つの理由がある
と考えられる。まず、純粋に学術的な交流を持ちたいとい
うのが一番目の理由であろう。また、もう一つの理由に、
調査費不足という現実的な問題があると感じられた。イラ
ン経済は経済制裁の影響を受け、現在、不況に陥ってい
る。イラン国内の若手研究者もこの影響を被り、調査費不
足という問題に直面している。現在、イラン国内で実施さ
れている調査は、予算のかからない試掘調査や分布調査が
多くを占めている。イランの若手研究者と話をしたが、外
国人研究者を受け入れ規模の大きな発掘調査を実施したい
というのも理由の一つであると感じられた。
　イラン考古学を研究するものにとって、イランの現状は
非常に望ましい状況である。今回、会議中に、記念講演を
行ったギル・シュタイン氏と昼食をともにする機会があっ
たが、シカゴ大学オリエント研究所もイラン国内での発掘
調査の再開を計画しているとのことであった。
　また、現在、イラクのクルディスタンで活動を行ってい
るロジャー・マシューズ氏も、イラン・ザグロスのシェイ
カバード遺跡とジャニ遺跡の発掘調査の再開を検討してい
るとのことであった。
　今後、イラン人研究者と外国人研究者との間で交流が進
み、イラン考古学がさらに発展していくことを望む。

図 4　石器製作を指導する大沼氏
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